
－136－

ハーディ小説の文体的特徴

"FarfromtheMaddingCrowd"及び

"TheReturnoftheNative"を中心に．

佐藤 孝

SorneStylisticFeaturesofThomasHardy'sNovels

TakashiSATo

（昭和57年10I130日受即）

ThisessayisastylisticapproachtothelinguisticfeaturesofThomasHardy's

novels,mainlywithreferencetothestyleof @TheReturnoftheNative'and@Far

frorntheMaddingCrowd'.

CriticsofHardy'snovelshavegenerallyrecognizedthelmmanentWillmotif,

andhavepointedouttheconflictbetweentheWill andhumanbeings. On the

otherhand, thestructural featuresofhisnovelshavenotgenerallybeenrecog-

nizedbycritics, thoughstructure isadominant factorincreatingtheunderlying

ideasofthenovels.

Thepresentwriter triestomakeacarefulexaminationofthestyleofHardy's

novelsanddiscusseslinguisticconstructionanddeviceswhichareresponsible for

creatinghisownimaginativeworld・ AsHardyproceedstodifferentaspectsof

hismajorthernesineachnovel, themethodsheusestoconveythe themesare

appropriatelyalteredalso. Intheabove-metionednovelsheusessuchdevicesas

outerdescription, contrast, andstrangenessofrnetaphorsandsimilestokeepthe

readers' irnaginationactiveandgiveunitytothestructureof thenovels.
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で把握されてきた作品が牧歌的慣習に色どられたロ

マン的，喜劇的な型や，皮相的な悲劇的な型の粧い

を脱ぎ捨て, @thedesire toalterorretrieve

thingspastbuthopeless'という作家Hardyの強
い意欲が中･心に捉えられることになる。単なる

1

Hardyの小説構成に対するM・ProustとD.H.

Lawrenceの評価は軌を一にするところがある。特

にD.H.Lawrenceは@JudetheObscure'をqTess

repetitiveな作品群でなく,repetitivesymrnetryの

中に作家の意図，意識を追求する試みである。

人間が世界の改革，更に自然の変化に参与できる

とする当時の願望，風潮に対してHardyは｡自然は人

間に安らぎを与える為に存在するものではないとい

う事実を認め，人間社会や自然の変質，衰退を「取

り戻すことの出来ぬ損失」として諦観する。この諦

観は,Hardyの故郷よりの別離， キリスト教的超自

然主義に対する疑念，失敗と思われる結婚，建築技

師としての挫折にその基盤を求めることが出来よう

が，小説との訣別, Emmaの死という2つの大きな

事件の後, 1912年-13年に創作された数々の詩の中

に見うけられる作家自身の魂の救済に相通じるもの

があり， そこには虚無懐疑，厭世に身を沈めず，

OftheD'Urbervilles'の焼き直しとし，更にこ

の二作品共にClymYeobrightの過失が繰り返えさ

れているとしてHardyの小説家として信念に疑念を

抱く。この評価は大沢衛氏の(ｱ)学問，宗教に対する

幻滅， （ｲ)自然対社会慣習， （ｳ)極限下に於ける人間疎

外， （ｴ)近代文明と故郷喪失という4つの系列に於け

るHardy文学の不条理の細部にわたる論究に結びつ

くものであろう。

Hardyの小説を徹底的に(tentative'な思考法によ

る作品であるとする読み方が提唱されて,内部連環の

面から再認識する研究が進められると, !Underthe

GreenwoodTree'と@TheReturnoftheNative:

@TheMayorofCasterbridge'と!Farfromthe

MaddingCrowd'というようにrepetitiveな緒相
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現実離脱の方向にも月を向けなかった作家としての

強い臼意識を認めること力咄来よう。

Ignorantofwhat there is flittinghereto

see，

Thewakedbirdspreenandsealstoflop

lazily;

Soonyouwillhave,Dear, tovanishfrom

rne,

For the stars close theirshuttersand

dawnwhitenshazily.

Trustme, Imindnot, thoughLifelours,

Thebringingrnehere;nay,bringmehere

again!

Iamjust thesameaswhen

Our daywerea joy, andourpaths

throughflowers・ 注(1)

理念と現実の隔絶に苦しんだ後に絶対の過去性を

認め， 「もう一度誘って」と訴える生の肯定がこの

詩の中心である。時間の空しい噸笑を退け，全ての

想念をもって現在と自分の全生涯を結びつけようと

する強い意志を感じることが出来る。

こうして自然主義的哲学から知的にも情的にも自

由になった晩年のHarrlyの姿は, @return',Oredemp-
tion',@restoration'の世界を追求し人生に対する

知的即解と言える厭世主義，不道徳性を前にした若

きHardyとどう関連するのであろうか。

上記の!salvation',0regeneration'に結びつく

uFarfromtheMaddingCrowd'とLTheReturn

of theNative'の2作品をその叙述の技法，効果，

言語構造とその情意的要素の面から考察し，作品の

基盤に一貫して流れる内部構造を検討することによ

りHardy文学の一端に触れてみたい。

を把握すべきである。只，作家の側からはこの文体

は無意識のうちに生まれる場合が多く，その文体を

知る為には読者の側の意識的な作業を必要とする場

合が生じる。その場合，ある言語指標の文体的効果

は推測出来てもその指標がその作家の文体として固

有のものに定着しているかどうかの判断はむずかし

い◎

Hardyのように当初からその文体についての評価

が流動的な作家の場合は．特定の描写における文体

の的確さ，明快さを言語事実によって確認した後で

その構造を支配する精神を考察するのが最良と思わ

れる。

@FarfromtheMaddingCrowd'は善良な農

民精神と現実意識を持つGabrielOakが決して自然

に支配されぬ主体性のある人間として生きる姿を描

く小説である。彼と自然の類似は，

Itwasafeaturelessconvexityofchalkand

soil-anordinaryspecimenofthosesmoothly-
outlinedprotuberancesof theglobewhich

mayremainundisturbedonsomegreatday

ofconfusion,whenfargranderheightsand

dizzygraniteprecipicestoppledown. 注(3)

として第2章に描かれる。文体語彙として考えられ

る@anappreciativespirit',@deliberateness',

@speakinglonelinessofthescene'等が見出され

るとの章の前半はこの作品全体の内部構造を示す

部分として重要である。冬至の前夜に野に立つOak

の上を北風が荒涼と吹き, !theregularantiphonies

ofacathedralchoir'として天に舞い上る。満天

の星はOak自身の肉体の鼓動のように瞬き，眠りに

現を抜かす文明化された人類の上を静寂のうちに通

過する。ここに換起されるHardyの知的な要素は40

年後における@AtCastleBoterel'の破壊的な｢時」

を超越し，時間からも空間からも解き放たれた人間

の姿に共通するものがある。

Andtome, thoughTime'sunnmchingrigour,

Inmindlessrote, hasruledfromsight.

Thesubstancenow, onephantorn figure

Remainsontheslope, aswhenthat

night

Sawusalight. 注(4)

人類を取り巻く万物は流転し， その1つの瞬間が

Hardyの胸の中に不変の記憶となって残る。Oakの
O

胸に日常の時間の感覚を越えた1つの秩序が形成さ
& l h

れたように， この詩人Iは既に現実の世界からは消滅
いも

したが充分リアルである1つの瞬間を感得している。
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S.Ullmannは表現性の要素として0emotive

overtones',@emphasis',$rhythm',!symmetry',

!euphony',@evocativeelement3等を挙げ､作家は

著作という作業に於いてその要素のいずれかを選択

すると述べている。注(2) 我々はある発話者の姿勢

を表層的なlexical levelによって知ることが出来る

が，文学作品の考察に於いては単なる表現の選択や

技術だけではなく，作品全体の構造，統一性にまで

検討の範囲を拡げなければいけない。作家の思想や

精神が作家固有の表現形式として顕著に現われる指

標を土台にして作品全体を支配する潜在的な｢文体」

昭和58年2月
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Oakを中心に据えてこの作品を考えるなら，決し

てBathshebaの魂の救済，変貌というテーマではな

く，人間の意志によって支配される部分と宇宙及び

その内的意志の括抗， そして人間力:その過程及び結

果に見覚める姿が作品の基底にあることに気付くで

あろう。Oakは自然の大きな営みを， ほぼ無関心，

無感動で見守り，人間の我や欲望に訴えることは結

局は罰と苦しみを受けることになることを熟知する。

OakとBathshebaが暴風雨の中で作物を救う努力を

する場面,Fanny力署妙な犬に導かれてCasterbridge

に向う場面,Troyの激怒の後で森に逃れたBathsheba

が朝を迎える場面等は全てHardyのこの認識から創

造された箇所である。その何れも自然を己れの不動

の世界の中心として意識する人間とその対象とされ

る自然の調和が時には観念的に生硬なままの語句で

綴られるカヌ，非情なまでに厳しい表現で読者に示め

される。そこには人間の明暗の二重性を見守る詩人

Hardyの心の複雑さが感じとられるであろう。

OakとBathshebaに襲いかかる稲妻は$thespring

ofaserpent':interwinedundulatingsnakes

ofgreen'と蛇のirnageが$aperfectdanceof

death'となって浮び上がる力丸同時に{phosphorescent

wingscrossingthesky'という崇高な美の意識と

なって2人を圧倒する。

Fannyは$theacrneandsublirnationofall

disrnalsound'を耳にしながら人気の無い栗の並木

路の濃い暗闇の中を彼女には触覚でのみその存在を

知る犬に助けられながら枯葉のように動き廻る。

一方Troyに@Youarenothingtome--nothing'.

と侮蔑に満ちた言葉を浴びせられ，野に逃れた

Bathshebaが一夜を明かした後，冷静に目覚め，自

分の存在が一変したことを悟るのは@afulsorneyet

Inagnificentsilveryveil'という相反した2つの自

然の中であり， 自分を救いに沼を渉って近づくLiddy

の姿も「じめじめした地下を思わせるⅨかな芳りを

持つ紅色の泡」と二重性のある表現で捉えている。

この作品を牧羊者の生活を描く文学とする根強い

観点からは，田園生活と都市生活，穏健と激情，中

庸と過度という図式で前者を後者の上に置く価値判

断があり, OakとBathshebaの結婚をTroyと

Bathshebaの恋愛, BoldwoodとBathshebaの戯

れの止揚とする考えに一致する。しかし作品の中心

をなす表現上の技法から考察するならば,Hardyの

意図はありのままの自然と対比された情況でのOak,

Bathshebaという人間達が自らの悲劇的体験に気付

かずまた感情の世界に没入することもなく，継起す

る内的意志を求めることにあることが知られる。そ

こに現実の世界があり，人間の存在かあることを作

者自身が認識している。その認識はEmmaを失った

後の詩の世界に継続する。

Andweareherestaying

Amidthesestalethings,

Whocarenot forgaying,

Andthosejunketings

Thatusedsotojoyher,

Andnevertocloyher

Asustheycloy!…注(5)

詩人の生きねばならぬ現実を冷肺な目で看取し日

常生活のささやかな閲に光を当てる。悲劇的な主題

ではあるが，抑制された哉律によってやさしさを込

めて描写される。自然の冷徹な現象を目の前にして

孤立した魂の不安と渇きを覚えつつも生の充実を求

める詩人の姿はNorcombeHillに投げ出されたOak

とBathshebaが「不口J避なもの」の網の{言|の中心

にありながら宇宙に生きるﾉﾌﾞ物と連帯感を抱く姿に

一致するものである。

一作家の文体の特異性を考察するには， その技法

の必然性のみならず全体としての統一を保つ要素に

結びつける必要があり， この要素が見出されない限

り, @thesoulwhichgives thewordtheir

being'.注(6) となる作品としての文体性は稀薄で

ある。Fannyの墓を造り，木や花を植えたが樋の

水落しに気付かずに一夜の雨で完全に洗い流され

たことを知るTroyの立場は解説風に現在時制で

Itisseldomthatapersonwithmuchanimal

spiritdoesnot feel that thefactofhis life

beinghisownistheonequalificationwhich

singlesitoutasamorehopeful lifethanthat

ofotherwhornayactuallyresemblehimin

everyparticular.注(7)

と描かれる。 この長文がLevelsofgenerality

注(8) では3つのstructural layersしか持たず，

一方directionofrnodificationが前後している為

にmainclusterの部分でその表現の意図が完了し

た形となり，思考され熟慮される秩序を失う。この

長文を根拠としてparagraphの後半にある @Troy

hatedhimself'.に至る作者の思考は構造上ことさ

ら次元の異なる文となって表現され， そこにHardy

の意識的な手法がうかがわれるのであるが，作者の

視点で捉え注釈を加えるこの記述は時に常識的な観

念や教訓が筋の発展に関係なく提示されるところから，

作品全体の有機的なリズムを失う結果になる。
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自身, @TheReturnoftheNative'の中で，

Theyremainlongwithoutasingleutterance

fornolanguagecouldreachtheleveloftheir

condition:wordswereastherustyimplernents

ofaby-gonebarbarousepock, andonlyto

beoccasionallytolerated.注u3

と述べているが、 これは小説技法の上ではP.

Kramerが@under-characterization'側と名付ける

Hardy小説の1つの問題点に通じている。意識的に

用いた手法か，或は結果的に人物像や人物の心理を

読者の想像に委ねることになったものかを考察する

必要があろう。それは、客観的な動きの中に作者の

個性を注入しようとする一般的な志向と，言語をそ

の対象物の象徴としてよりむしろ言語自身の為に使

用しようという魅惑を前にした作家が言語の創造的

な機能のどの一つに注目して描写の統一を目指すか

を検討することにもなるであろう。

例えばEustaciaが「金輪際動くことのない総体の

有機的な一部分」になりきっているChapter 2の

後で再び姿を現わす場面は

...herformbeingwrappedinashawl folded

intheoldcornerwisefashion,andherhead

inalargehandkerchief,…注05)

と描かれ， この女性の様子が$notsuperfluous

atthishourandplace'としながらもその必然性

が明示されず．風の音に耳をすます彼女がやがて頭

巾を少し後ろに押しやる場面でもSapphoとMrs.

Siddonの名を挙げてEustaciaが@animagelike

neitherbutsuggestingboth'であると読者の想

像にまかせてしまう。 EgdonHeathの背景と

Eustaciaという異教神の素材を思わす女性との対

照の中に，読者の連想作用によって1つの幽玄な調

和美を構築しようとする試みである。事実,Eustacia

が読者の前に完全な姿を現わし，その容貌が描写さ

れる個所でもこの手法が繰り返えされ，身体つきで

は｣withoutruddiness,withoutpallor'であり，

眼は@Paganeyesfullofnocturnalmysteries'

唇は4thecurvesowell-knownintheartsof

designasthecimaretaOragee'と夫々の実体

の周辺を描く外面的描写であり．情況の描写という

よりむしろ論理的な構成を持つ説明となっている。

この!themarginoftheuneXpessed'はHardy

自身の用語では!aseriesofseemings･である｡一
人物，一場面という孤立した構成要素を相互に作用

し合う全プﾛｯﾄの過程を形成す誉r形態とするな
ら，潜在的で自由で動的な言語自身の展開によって

OakがBathshebaによって解屈されるChapter

20では作者の注釈に対比表現が多く用いられ､上記の

例に比較してはるかに読者の知的理解に効果的な文

脈が設定されている。

Thisisalover'smost stoical virtue,as

thelackof it isalover'smostvenialsin.

注(9)

Awomanmaybetreatedwithabitterness

which issweet toher, andwitharudeness

whichisnotoffensive.注00)

更にChapter22の羊刈りの場面にもこの表現は

受け継がれ，

Menthinawaytoinsignificanceandobliv-

ionquiteasoftenbynotmakingthemost

ofgoodspiritswhentheyhavethemasby

lackinggoodspiritswhen theyare indis-

pensable. 注(11)

と冒頭の一文からこの手法をとり入れ，語彙の対

比は多数にわたっている。これは人間の感受性が本

来対比的に働らく点に着目した表現で,Bathsheba

の農場主としての蒋侍とBoldwoodの求婚を斥ける

感情の相剋が巧みに織りなされる。対比表現の文脈

と物語の進行に及ぼす力については,F.L.Lucasは

次の様に指摘する。

Antithesiskeepsaneternalyouthbecause

itcorrespondstoaneternalneedofhuman

thinking・Themindisperpetuallybalancing

andseekingbalance:perpetual truth lies

betweenopposedextremes, andwisdom

betweenoppositeexcesses注u"

語り手が作中人物と並んで作中に顔を出すHardy

の作品では読者の思考に対応するこの対比表現の敏

捷性と軽快な語り口がなければ，通俗，感傷に満ち

た文体になってしまうであろう。この表現の効果は

多くの作品で古代ギリシア劇でのChorusの役を担

う農民の会話の効果と同様で，物語の進展を説明す

る一方，登場人物をも動かすところに現われている。

上記の!alover'smoststoical virtue'や4a

bitternesswhichissweettoher'は一つの予言

となって読者にOakとBathshebaの前途を暗示する

のである。 DO D
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言語が人間の思考，感情等を伝達し， 自然の変転，

人間の行為等を描写する際の限界についてはHardy

昭和58年2月
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生じる力は先行する要素と後に続く要素の相乗現象

を生み出し，対象の持つあらゆる性質を一つ一つ拾

いあげる描写が期待できる。この小説にも屡々登場

するtheobserver, theonlookerにとっても読者に

とってもEustaciaは初めから不透明，不明確な存

在である。Eustaciaはむしろ実在のEustacia以外

の姿で提示されていると言えよう。作者が物語の随

所に姿を見せ，語りの様相が変転激しいHardyの小

説では著者が人物に意識を注入するのか，人物と背

景を交流させるのみなのか判然としない場合があり，

Hardyの意図はこの点に関してはheroicであるより

も｡rnock-heroic'06)に沿っており，人物は他の人物

との対比においてのみ実存的色彩を帯びた形で提示

される。

一方, ･FarfromtheMaddingCrowd'におい

ては人物の行動，思考がやや前面に押し出されてい

る点に注目しなければならない。ここでは宇宙の

@thelmmanentWill'に影響を受けるとは言え，

人間の主体意志が中心に置かれ，作者の倫理性が明

確になっている点で作品の主題そのものと思われる

Egdonの森にまるで汚点のように姿を現わす人物が

描かれる@TheReturnoftheNative'とは範晴を

異にするからであろう。

@DescriptionofFarrnerOak'と名付けられる冒

頭の章では主要人物であるGabrielOakの鋤漣慮

なく大写しにされ，直接的な描写となっている。

WhenFarrnerOaksmiled, thecornerof

hisrnouthspreadtill theywerewithinan

unirnportantdistanceofhisears, hiseyes

werereducedtochmks,anddivergingwrinkles

appearedroundthern,…注伽

しかしこのOakをanespial役にして朝の明るい

陽射しの中に描かれるBathshebaについては外面的

描写が見出され人物の動的な映像によって物語の進

行を促すこの一篇の構成に若干の削鮪を来している。

Bathsheba の様子を描写するに!geraniums,

rnyrtles, cactuses'という植物, @acat, acaged

canary, sparrows, blackbirdさという小動物に読

者の目を集中させ，読者がこの対象物に対して持つ

inlageを通して彼女の容貌，気質を創造する手法を

採用する。この小説がCornhillMagazineに連

載直後のWestminsterReviewでBathshebaと

EeorgeEliotの@AdamBede'におけるHettyを比

較検討(13しているが，表現手段から考えると上

記の論になると思う。当時Hardyは人物の心理を細

部にわたって描写する方法に組せず，人物の行動，

自然の変化等を場面柵成の要粂とし，心即描写によ

って文の主流が失われてしまわないように努めた。

その結果，文章表現の上で澄明性や平明性が期待で

きなかった一方で複雑な文柵成にもなっていないと

いう不可思議さを生み出し，それが彼の文体上の一

つの特徴となっている。

人物の心理の内Ihiをilti接描写せず人物の行動や自

然の様子を描くことによって読者に人物の内曲iを蝿

解させようとするこの方法には一つの危険性が潜ん

でいると言わなければならない。

Shewentstealthilyasacat throughthis

profusionofgrowth,gatheringcuckoo-spittle

onherskirts,crackingsnailsthatwereunder

feet,stainingherhandswiththistle-milkand

slug-slime, andrubbingoffuponhernaked

arrnsstickyblights…注(19)

Alecとの忌わしい出来霧の後，新しい腱場に働ら

くTessが草地を機切る場1面であるが， この外I耐描写

によるとこの悪臭をはなつ雑草の粘液をべたべたつ

けた状態であり，泡吹き虫の泡，踏みつぶした蝸牛，

あざみの乳液，なめくじの粘液，ねばねばした胴枯

れ病の菌などに不快感を抱く読者は,Tessも当然な

がら不快感にとりつかれると考えてしまう。 しかし

「自然と共に生まれた」Tessはこの場I耐では自然の

この送出物をむしろ心地良く感じとり,Angelと共有

する世界に近づいて行くのである。

同様に「実り多き」という意味の名前を持ちなが

らEgdonの森をその'淵と単調な持続性の故に嫌うた

Eustaciaがその地を立ち去ろうとする夜は，

Skirting thepool she followed thepath

towardsRainbarrow,occasionarystumbling

overtwistedfurze-roots, tuftsofrushes, or

oozinglumpsof fleshyfungi,whichat this

seasonlayscatteredabouttheheathlikethe

rottenliverandlungsofsomecolossalanimal

．。,注剛

と，ねじくれた金雀枝の根，巨大な動物の腐敗し

た肝臓や肺臓のような厚ほったい茸の塊などに悩ま

されながらEgdonを捨てようとする。当然この描き

方からEustaciaはこの地に生息する動物，植物を

嫌悪に満ちた心で受けとめていると考えられるのだ

が，実はこの時こそ彼女が初めて@the chaosof

hermind'と4thechaosoftheworldwithout'

が完全な調和を保っていることを悟った美しい一瞬

なのである。これも文章の表層構造と人間の内面の

変化が破綻をきたしている例であろう。

！
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を果たす比愉がみられることに言及したい。

岐愛の息子ClymがEustaciaとの結婚を前にし

て家を離れた翌日，荘然自失に近い状態のMrs.

YeobrightにThomasinが訪ねてくる｡Thornasin

の様子は烏のimageを用いて美しく描かれる。

Whenshewasmusingshewasakenstrel,

whichhangsintheairbyaninvisiblemotion

of itswings,…Whenshewasfrightenedshe

dartednoiselesslylikeakingfisher. When

shewasserenesheskimmedlikeaswallow,

andthat ishowshewasmovingnow・注伽

このpassageの中枢に働らく作者の言語統御力は

見事でThomasinの人柄が鮮明に浮び上がる。と同

時にこと部分が一つの場面転換の働らきをし,Mrs.

Yeobrightは悲歓を超えて自らの人生を{Themore

noble, thelesswise'．と悟る心の余裕を持つに至

る。更にこの比嶮は,Egdon脱出が叶わぬEustacia

によって決行される魔女狩りの祭式を象徴する入水

と対照的な表現となっている｡更にMrs.Yeobright

とClymの2人が互いに重大なある事実に対する誤

解から険悪な仲になる経緯を重苦しい気持で見守ら

ねばならぬ読者は， この数行の等質的な記述に作者

の深い感情表出を読みとり安堵することが出来る。

Hardyの用いた比愉の中では人名や地名を借りた

もの，神話や歴史的事項に言及したものは安易な類

似性に基づくものが多く，例えばWildeveを描写す

るに当っては彼が困難なものに憧れ，遠きを求める

感情家であることを4Hemighthavebeencalled

theRousseauofEgdon'.と述べたり， 自分の母

を見殺しにしたと自己嫌悪に陥るClymの姿が

Eustaciaには!asdreadful toherasthetrial

scenewastoJudaslscariot'に思われたりする

比瞼は単に読者との共通の言語体験から生まれる標

準的な語で非標準的な認識を表現しようとするもの

で，説得性という機能は充足しているとは言え，作

品の構成にかかわる要素は見出されない。

一方，決して特異な類似性に基づくものではなく

単なる現実認識と思われる比愉の中に全体のテーマ

や構成にかかわるものが見出されるのは興味ある事

実である。

身振り狂言で身代りになりEustaciaがClymに近

づくのを助け,更に祭式の篝火を焚いて彼女のEgdon

からの脱出の引金を引くiPharleyが敬愛する女主人
の一房の髪をClymの手より受け取る場面は，

州

Yeobrightsearchedi!hisdesk, andtaking

outasheetof tissue-Paper, unfoldedfrom

更に，全ての比輸も寓輸も烏に始まり烏に終ると

されるThomasinの描写でも赤ん坊を抱いて雨の中

に飛び出して行く描写Cl)では, @demonsinthe

air',@malice ineverybushandbough',@scor-

pions',0monster'と描かれる雨は現実的な不便と

不安を与えるものであるが，彼女には単なるqprosy

rain'であり，荒野も単なる@awindyplace'であ

るという結論に達している。

以上の例のように読者を困惑させる場合もあるが

総体的に見てHardyのこの外面描写は満眼の良さに

助けられ，人物の背鎧と情況の統一，事件の進展に

適した手法であると言える。言語の表現形式とある

時代に日常使われている言語で伝達される意味の関

係は必らずしも一定したものでなく，作者は芸術的

形象を伝え得る関係を選択することになる｡その為，

読者が作者の意志とは無関係に自分自身のimageを
形成することもあり得るわけで，その場合作者に読

者の形成するimageと作者が躯実から受けた感情を

出来るだけ合致させる技術が必要となろう。Hardy
はこの自律性を持つ言語に裏切られるのを避ける為

に， 自らの小説の中で実験的にある表現を多用する

ことを試み，独特の文体に到達したのであろう。

4

Hardyのsimileとmetaphoreに関しては初期の

作品について既に疑問を抱く論があり,中でもSatur-

dayReviewの無記名の論評はqFarfromthe

MaddingCrowd'について無理な比愉表現を避け，

素朴な題材に合致する単純な文体をとるべきと忠告

し，更に, @TheReturnoftheNative'でも忠告

が生かされていないことを知り，比愉が@often

strainedandfar-fetched'であると指摘する。u2)

ところが後年においてはH.C.Duffinの如く

They (similes) arrest theattentionand

exciteadmirationbysomethingasnearas

prosecangoaveryfelicitousandoriginal

illuminatingpower,combinedwithcomplete
precisionorappositenessinallpartsofthe
comparison.注倒

と激賞してやまぬ論もあり穀誉褒H乏が定かではな

い。 simileとmetaphorの区別は本質的なものでな

く，一般の言語と文芸作品の言語に現われる場合も

その間に大きな差異は認められないであろう。その

大部分は普遍的な類似という図式から生まれたもの

であるが，作品の構造にかかわる比愉，特殊な機能

’
I

１
１

１
１

I

昭和58年2月

■▲



－142－

佐藤 孝

it twoor threeundulatinglocksof raven

hair,whichfellonthepaper. likeablack-

strearn.注㈱

と描写される。この終局に近い一節の中核は官能

的なEustaciaの髪を4whenherhairwasbrushed

shewouldinstantlysinkintostillness' と描

き，不気味なEgdonの森と対照的な美しさを具えた

@therawrnaterialofdevinity'と描くことに照応

したものであり， そのEgdonの森に永遠の硬直の

姿で横たえられた彼女の髪は@loosernowthan

eitherofthemhadeverseenitbefore, and

surroundedherbrowlikeaforest'と彼女も結

をなす0thePresidontof lmmortals'注伽はこ

の小説では「偶然.1, 「同然｣， 「社会」等の興体的な

形態でWessexの世界を創造しその1世界の中でOak

やBathsheba達が主体意志を持ちながら結果的に、

Othe lmmanentWill:によって!jlきずり廻されてし

まう形にしたHardyの不条即は彼自身がOapropor-

tionof the total will ineachpartof the

whole'の0eachpart'であり, ･the lmmanent

Will'から唯みlllされた知性を倣えた人間であった

何よりの証拠であろう。

!TheReturnof theNative'においても小さな

事件がある因果関係によって砺大な0:II態に変るとい

う一定の枠が支配する。この形を具象化する手法と

して前作と同様に外而描写，対比, theBibleより

の比輸表現や古典へのallusionを骨組として知的な

均整のとれた弊句を随所に折り込み， 鋒意に満ちた

人々が小さな必然によって仮借なく誤解と錯誤の世

界に入り込む物語が展開する。ここでもBlindPow-

erは時には人間に対して悪質とも思われる程に鮮

明になるが，物語が展開される動的な過粍を考察す

るならばそのPowerも実は個人の魂に生起する事象

の映像に過ぎないとする作者Hardyの意図が感じら

れるのである。

鐸
ID
0勝P

幻
事
・
Ｄ
４
心

局はEgdonの森に帰着する存在であることを示すも

のである。ClymとCharleyの描写が特殊な情況を

構成しようとする意図を持つ一方でその描写内にあ

るこの比輸表現は，一つの類似を形成し逆に他の部

分との同化を生み出すに至る。この内的な同化の方向

を持つ一連の比愉の機能についてS.Ullmannは卯

ように指摘しているのである。

Withthesedynamicdevelopmentswehave

alreadyrnovedfrorntheplaneofsingleim-

agesonto thatof thepatterns intowhich

theycornbine・ Themostsignificantofthese

patternsarethosewherethesameimages,or

variationsofthem,reappearlikeaWagner-

ianleit-motivwherevertheauthormentions

theexperiencewhichhadoriginallycalled

themforth.注剛

比愉表現が一作品の中に必らずしも均質に現われ

ず，ある緊張する場面，作者の思考が複雑になる個

所に頻出することを考えるなら， この表現が作品構

成の上にある役割を持つことが知られる。このよう

に比哺表現を作品の構造と関連させてみるとHardy

の文体の基調の一つを知る手がかりが得られよう。

(注）

(1) ThomasHardy, "TheCompletePoemsof

ThomasHardy, '' (Macmillan, 1975) p､349

(2) StephenUllmann, $･LanguageandStyle/'.

(BasilBlackwell, 1964) p. 101

(3) ThomasHardy, "FarfromtheMadding

Crowd,'' (Macmillan, 1975) p. 46

(4) $@TheCompletePoems"上掲普p. 352

(5) lbid., p、 344

(6)J. MiddletonMurry, (!TheProblemof

Style:'' (OxfordUniversityPress, 1967)p.15

(7) FarfromtheMaddingCrowd,上掲書p.325

(8) FrancisChristensen&BonnijeanChrist-

tensen, @!NoteSTowardaNewRhetoric, ''

(Harper&Row, 1967)p. 29

(9) "Far frorntheMaddingCrowd"上掲書
p. 158

uO) Ibid., p、 159

(11) Ibid., p、 169

02) F.L・Lucas, {|Style", (CollierBook, 1967)

p、 231

5 0

、

作家の想像力の軌跡の追求は文体が作品中に形成

される過程を知ることによって可能となる。本論で

は作品のテーマと技法という系列の考察よりむしろ

不可視的な作家の精神が表出された作品上の指標と

その作品構成上の効果を考察して論を進めてみた。

@FarfrorntheMaddingCroWd'では幸福な

結末によって悲しい出来事が全て浄化され救済され

る経過が外面描写，対比，比愉等によって読者の想

像の目に合わせつつ展開する。Hardyの思考の中核
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